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こ
れ
ま
で
は
県
営
サ
ン
ア

リ
ー
ナ
で
練
習
を
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

回
新
し
い
体
育
館
が
完
成
し

た
こ
と
で
移
動
に
時
間
を
と

ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

思
う
存
分
練
習
で
き
る
の
が

う
れ
し
い
で
す
。
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
公
式
試
合
に
対
応
し

た
天
井
高
な
の
で
、
他
校
と

の
交
流
試
合
な
ど
こ
れ
ま
で

以
上
に
活
発
に
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

（
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
キ
ャ

プ
テ
ン　

植
田
知
沙
子
さ
ん
）

か
ら
の
抱
負
を
語
っ
た
。
そ

の
後
、
直
会
で
お
神
酒
を
酌

み
交
わ
し
、
関
係
者
た
ち
の

和
や
か
な
談
笑
が
続
い
た
。

　

竣
功
を
記
念
し
、
翌
三
十

一
日
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

代
表
選
手
を
招
い
て
の
「
跳

躍
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
、
四
月

十
五
日
は
落
成
記
念
式
典
と

記
念
行
事
と
し
て
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
・
剣
道
部
で
他
校
と

の
交
流
試
合
が
催
さ
れ
た
。

 

（
詳
細
は
二
面
）

長
か
ら
建
設
に
携
わ
っ
た
日

本
設
計
監
理
、
大
成
建
設
株

式
会
社
へ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
各
社
か
ら
上
杉
理
事
長

へ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

上
杉
理
事
長
は
挨
拶
の
な
か

で
「
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
今
回
体
育
館
の
完
成
を
み

る
こ
と
は
、
神
社
界
を
は
じ

め
各
方
面
か
ら
の
ご
支
援
の

お
蔭
で
あ
り
、
た
だ
感
謝
に

堪
え
ま
せ
ん
。
今
後
は
〈
建

学
の
精
神
〉
の
発
露
の
場
と

し
て
こ
の
体
育
館
を
大
い
に

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
願

う
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
こ
れ

厳
か
な
雰
囲
気
の
も
と
、
無

事
に
完
成
し
た
こ
と
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
奉
告
す
る
と

と
も
に
今
後
の
ご
加
護
を
祈

願
し
た
。

施
工
を
担
当
し
た
各
社
の
代

表
者
、
各
ク
ラ
ブ
員
ら
が
出

席
。
斎
主
は
本
学
神
道
学
科

の
安
江
和
宣
教
授
が
務
め
、

　

三
月
三
十
日（
木
）午
前
十

一
時
半
よ
り
、
新
築
の
す
が

す
が
し
い
香
り
漂
う
な
か
、

体
育
館
一
階
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
に
て
竣
功
祭
が
執
り
行
わ

れ
た
。
上
杉
理
事
長
や
伴
学

長
な
ど
本
学
関
係
者
を
は
じ

め
、
来
賓
の
方
々
や
設
計
・

　
創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業 

待待
望
の
望
の
総総
合
体
育
館
が

合
体
育
館
が
竣
功
竣
功

　

本
学
が
記
念
事
業
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
建
設
を
進
め
て
き
た
総
合
体
育
館
が
三
月
三
十
日
に
竣
功
し

た
。
平
成
十
七
年
二
月
の
着
工
以
来
、
約
一
年
を
経
て
の
完
成
。
こ
の
日
は
竣
功
祭
・
竣
功
式
が
執
り
行

わ
れ
、
関
係
者
約
二
百
名
が
出
席
し
、
完
成
を
祝
っ
た
。
新
総
合
体
育
館
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
場
は
も
と

よ
り
、
健
康
づ
く
り
や
文
化
活
動
、
学
生
、
地
域
を
つ
な
ぐ
交
流
の
場
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

無
事
無
事
にに
完
成
完
成
のの
日日
をを
迎
え
迎
え
らら
れれ
たた
こ
と
を
感
謝

こ
と
を
感
謝

功
式
・
直
会
が
行
わ
れ
た
。

　

竣
功
式
で
は
、
上
杉
理
事

　

引
き
続
き
、
体
育
館
二
階

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
竣

昨年２月、旧体育館を取り壊し約１年の工期を経て竣功した新総合体育館。地上２階建て、最高高さは１８ｍに及ぶ。
ガラスカーテンウォールに囲まれたエントランスホールは自然光がさんさんと降り注ぐ明るい空間だ。

　

す
ば
ら
し
い
、
当
校
は
体
育
大
学

だ
と
さ
え
云
え
る
申
し
分
の
な
い
体

育
館
が
完
成
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
な
ど
公
式
試
合
場
が
幾
面
も
と

れ
る
広
い
高
い
屋
内
体
育
館
、
更
に

そ
れ
を
見
お
ろ
し
乍
ら
駈
け

る
こ
と
が
出
来
る
ト
ラ
ッ

ク
、
そ
れ
ら
に
必
要
な
準
備

室
や
諸
施
設
、
そ
れ
に
武
道

場
も
併
設
さ
れ
、
そ
れ
こ
そ

体
育
・
武
道
の
殿
堂
で
あ
る
。

我
が
皇
大
に
自
慢
の
も
の
が

ま
た
一
つ
出
来
た
。
心
か
ら

喜
び
に
堪
え
な
い
。

　

私
は
こ
う
思
う
。
武
道
・

体
育
の
盛
ん
な
学
校
は
、
大

学
全
般
に
活
気
が
漲
っ
て
い

る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
そ
の

学
校
の
伝
統
が
感
じ
ら
れ
、

学
生
は
礼
儀
正
し
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
は
、

そ
の
学
校
を
創
立
さ
れ
た
折

の
建
学
の
精
神
が
あ
る
。
若

し
そ
の
学
校
が
発
展
し
て

も
、
建
学
の
目
的
よ
り
離
れ

て
い
て
は
、
そ
の
学
校
の
存

立
の
意
味
は
な
い
。

　

こ
の
点
当
校
は
、
全
国
屈
指
の
歴

史
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
終
戦

後
マ
ッ
カ
ー
サ
指
令
に
よ
り
廃
校
と

な
り
、
そ
れ
の
再
興
に
諸
先
輩
方
の

命
が
け
の
努
力
の
賜
物
に
よ
り
昭
和

三
十
七
年
再
興
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
平
成
二
十
四
年
は
創
立
百
三
十

周
年
、
学
部
再
興
五
十
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
に
対
す
る
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
平
成
十
六
年
三
月
に
は
男

子
学
生
寮
精
華
寮
の
南
寮
の
再
建
を

行
い
、
今
回
体
育
館
の
完
成
を
見
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
神
社
界
始
め

各
方
面
よ
り
の
御
支
援
の
お
蔭
で
あ

り
、
た
だ
感
謝
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
こ
の
施
設
を
使
用
す

る
時
こ
の
こ
と
に
想
い
を
致
し
て
貰

い
た
い
と
思
う
。
即
ち
武
道
も
体
育

も
本
学
の
建
学
の
精
神
の
発
露
の
場

と
し
て
、
こ
の
体
育
館
を
活
用
し
て

貰
い
た
い
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ

る
。
　

最
後
に
、
当
学
の
歴
史
の

中
に
ス
ポ
ー
ツ
に
大
変
ゆ
か

り
あ
る
事
例
を
紹
介
し
た
い

と
思
う
。

　

今
日
世
界
用
語
と
な
っ
て

い
る
「
駅
伝
」
と
い
う
ス
ポ

ー
ツ
用
語
は
、
当
学
の
第
六

代
館
長
で
あ
っ
た
武
田
千
代

三
郎
氏
の
命
名
に
な
る
も
の

で
あ
る
。

　

日
本
の
首
都
が
京
都
か
ら

東
京
に
遷
っ
た
五
十
年
を
祝

う
大
博
覧
会
が
、
東
京
上
野

不
忍
の
池
で
開
催
さ
れ
た

折
、
そ
の
行
事
の
一
端
と
し

て
、
東
海
道
五
十
三
次
を
二

十
三
カ
所
で
中
継
走
破
す
る

競
走
が
企
画
さ
れ
た
。
そ
し

て
主
催
者
の
読
売
新
聞
社
よ

り
当
時
斯
界
の
権
威
者
で
あ

っ
た
武
田
館
長
に
、
相
応
し

い
名
称
を
と
相
談
が
あ
り
、

武
田
館
長
が
�
駅
伝
�
と
命
名
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
熱
田
神
宮
よ
り
伊
勢
神

宮
ま
で
の
全
国
学
生
駅
伝
に
は
、
当

校
の
学
生
が
�
笏
�
を
受
け
継
ぎ
走

り
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
る
と
聞
く
。

そ
の
伝
統
の
あ
る
我
が
校
で
あ
る
。

嘗
て
の
先
輩
に
想
い
を
馳
せ
、こ
の

体
育
館
を
活
用
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
に
、

武
道
に
力
一
杯
の
精
進
活
躍
を
し
て

下
さ
る
こ
と
を
祈
っ
て
喜
び
の
言
葉

と
す
る
次
第
で
あ
る
。

学
生
の
声

無事に工事を終えることのできた神の恩に感謝し、厳かに執り行われたメイ
ンアリーナでの竣功祭。当日は雨が降る中での竣功祭となったが、多数の参
列を賜った。その後サブアリーナにて竣工式が行われた。

竣功祭をまえにあらかじめ手
を清める参列者たち。

まばゆい光あふれるエントランスホール。

各クラブ員たちが参列者を出迎えた。
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建
学
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
体
育
館

建
学
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
体
育
館

学校法人皇學館　理事長

上　杉　千　郷 　竣功によせて　

建建学学のの精神涵養精神涵養のの場場としとしてて

g
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

記
念
行
事

　 ２

二
十
万
円 

荘
内
神
社
様

（
鶴
岡
市
馬
場
町
）

　

〃 

出
羽
三
山
神
社
様

（
東
田
川
郡
羽
黒
町
）

十
万
円 

山
形
県
神
社
庁
様

（
山
形
市
薬
師
町
）

二
万
円 
烏
帽
子
山
八
幡
宮
様

（
南
陽
市
赤
湯
）

福
島
県 

二
十
万
円 
安
積
國
造
神
社
様

（
郡
山
市
清
水
台
）

十
万
円 

福
島
稲
荷
神
社
様

（
福
島
市
宮
町
）

五
万
円 
福
島
縣
護
國
神
社
様

（
福
島
市
駒
山
）

三
万
円 

相
馬
小
高
神
社
様

（
南
相
馬
市
小
高
区
）

栃
木
県 

五
万
円 

乃
木
神
社
様

（
那
須
塩
原
市
）

　

神
社
界

　
北
海
道 

十
万
円 

富
良
野
神
社
様

（
富
良
野
市
若
松
町
）

岩
手
県 

二
百
一
万
円（
二
百
万
円
増
額
）

 

盛
岡
八
幡
宮
様

（
盛
岡
市
八
幡
町
）

十
万
円 

駒
形
神
社
様

（
水
沢
市
中
上
野
町
）

宮
城
県 

三
百
万
円 

金
蛇
水
神
社
様

（
岩
沼
市
三
色
吉
字
水
神
）

百
五
十
万
円

 

宮
城
縣
護
國
神
社
様

（
仙
台
市
青
葉
区
）

山
形
県 

三
十
万
円 

上
杉
神
社
様

（
米
沢
市
丸
の
内
）

て
い
る
。
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

を
見
下
ろ
す
二
階
に
は
衝
撃

吸
収
床
材
を
使
っ
た
一
周
約

二
百
㍍
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
も
あ
る
。

　
文
武
兼
学
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
武
道
場
を
完
備

　　

本
学
の
新
体
育
館
と
し
て

も
っ
と
も
特
徴
的
な
の
が
、

館
内
に
柔
道
・
剣
道
・
薙
刀

と
い
っ
た
武
道
場
を
完
備
し

て
い
る
こ
と
だ
。
健
全
な
肉

体
と
健
全
な
精
神
の
両
立
を

め
ざ
す
の
は
、
神
宮
皇
學
館

以
来
の
伝
統
。
弱
者
に
打
ち

勝
つ
武
技
で
は
な
く
、
自
己

に
打
ち
勝
つ
精
神
を
修
得
し

て
こ
そ
真
の
武
道
と
い
う

�
文
武
兼
学
�を
実
践
す
る
場

と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
利
用
者
に
配
慮
し
た

バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計

　　

バ
ス
ケ
ッ
ト
一
面
の
広
さ

を
持
つ
二
階
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

文
武
両
道
の
精
神
を
受
け
継
い
で

文
武
両
道
の
精
神
を
受
け
継
い
で

ススススス
ポポポポ
ーーーー
ツツツツ

ポ
ー
ツ
・・・・・
文文文文
化化化化
のののの

文
化
の

新新新新
拠拠拠拠
点点点点
がががが
完完完完

 

新
拠
点
が
完
成成成成成
!!!!!

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

創創
立
百
三
十
周
年

立
百
三
十
周
年
・・
再再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

興
五
十
周
年
記
念
事
業

寄寄
付
者
付
者
芳芳
名名
●７
 

　

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業
募
金
に

つ
き
ま
し
て
、
学
内
外
の
方
々
か
ら
変
わ
ら
ぬ
励
ま
し
の

声
と
と
も
に
そ
の
後
も
多
く
の
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
好
意
に
対
し
て
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

々
の
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
活
動
の

一
層
の
充
実
を
は
か
る
べ
く
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
芳
名
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五

月
十
日
ま
で
の
到
着
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■創立１３０周年 ・ 再興５０周年記念事業寄付金進捗状況

 平成１８年５月１０日現在

　区　　分 申込件数 申込金額 　（円）  納込金額 　（円） 

宗　教　界 429 656,980,000 421,765,000

館　　　友 525 63,516,000 50,146,000

篤　志　家 32 17,190,000 15,890,000

萼　の　会 1,149 36,835,000  36,835,000

企　　　業 94 55,155,000 44,015,000

本法人関係 228 54,007,000 39,153,000

合　　　計 2,457 883,683,000 607,804,000

 総合体育館の概要 
総面積　５４４９.１７㎡

　
1階　 面積　３４６６.４㎡
 
●●●●●●●●●正面玄関・エントランス
●●●●●●●●●メインアリーナ
 バスケット ２面
 排球 ２面
　　OR　

�
�
�
�
�
�
�

 バドミントン ６面
 ハンドボール １面
●●●●●●●●●柔道場 公式２面
●●●●●●●●●剣道場（薙刀） 公式１面
●●●●●●●●●男子更衣室
　トイレ・シャワー室・ロッカー室
●●●●●●●●●女子更衣室
　トイレ・シャワー室・ロッカー室

2階　 面積　１９８２.７７㎡
 
●●●●●●●●●サブアリーナ
 バスケット １面
　　OR　 排球 １面

�
�
�
�
�

 バドミントン ３面
●●●●●●●●●トレーニングルーム
●●●●●●●●●多目的スペース
●●●●●●●●●ライトコート・休憩スペース １箇所
●●●●●●●●●演習室 １室

は
ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
小
コ
ン
サ
ー
ト
や
展

示
会
開
催
な
ど
多
目
的
ホ
ー

ル
と
し
て
も
使
用
で
き
る
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
器
具
を
備
え
一
般
の

学
生
や
教
職
員
た
ち
も
利
用

で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
、
卓
球
場
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
に
最
適
な
演
習
室
な

ど
も
併
設
さ
れ
、
快
適
で
使

い
や
す
い
施
設
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
多
目
的
ト
イ

レ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設

置
。
利
用
者
が
迷
う
こ
と
の

な
い
よ
う
館
内
サ
イ
ン
を
多

数
設
け
段
差
を
解
消
す
る
な

ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
も
十

分
に
配
慮
し
た
。

上／柔道場や剣道・薙刀道場を備える。
中／トレーニングルームは人気の的。
下／自然光を採り込む２階ライトコート。

て
ほ
し
い
と
熱
心
に
聞
き
入

る
聴
衆
を
激
励
し
た
。

 

◆

・
◆

・
◆ 

月
十
五
日
は
施
設
の
お

披
露
目
を
兼
ね
た
皇
學

館
高
校
男
子
バ
レ
ー
部
・
大

学
女
子
バ
レ
ー
部
、
大
学
男

女
剣
道
部
に
よ
る
記
念
交
流

試
合
が
行
わ
れ
た
。

　

バ
レ
ー
部
は
名
城
大
附
属

高
校
と
三
重
大
学
、
剣
道
部

は
精
華
高
校
、
常
葉
菊
川
高

校
、日
本
福
祉
大
学
を
招
き
、

応
援
の
声
が
鳴
り
響
く
な
か

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

し
た
経
歴
を
持
つ
。「
夢
を
現

実
に
」
と
題
し
た
講
演
で
は

ケ
ガ
や
ス
ラ
ン
プ
に
泣
か
さ

れ
た
競
技
生
活
を
振
り
返
り

な
が
ら
、『
そ
れ
で
も
や
っ
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
目
標
を
持

っ
て
い
た
か
ら
』
と
自
身
の

体
験
を
語
っ
た
。

　

男
子
棒
高
跳
日
本
記
録
保

持
者
で
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
十
三
位
の
成
績
を
残
し
た

澤
野
さ
ん
は
、
つ
ね
に
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の

目
標
を
持
つ

こ
と
の
大
切

さ
と
、
縁
を

大
切
に
し
て

世
界
の
舞
台

で
闘
え
る
よ

う
が
ん
ば
っ

総
合
体
育
館
の
完
成
を

記
念
し
た
行
事
が
、
三

月
三
十
一
日
、
四
月
十
五
日

に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

　

三
月
三
十
一
日
に
催
さ
れ

た
の
は
「
跳
躍
ク
リ
ニ
ッ

ク
」。
日
本
記
録
保
持
者
で

あ
り
、
数
々
の
国
際
競
技
会

に
お
い
て
入
賞
さ
れ
て
い
る

森
長
正
樹
さ
ん
、
澤
野
大
地

さ
ん
、
そ
し
て
そ
の
指
導
に

あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
日
本
大

学
の
青
山
清
英
先
生
を
ゲ
ス

ト
に
招
き
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
講
演
会
と
実
技
指
導
が

行
わ
れ
た
。

　

青
山
さ
ん
は
現
在
日
本
大

学
陸
上
競
技
部
の
跳
躍
コ
ー

チ
の
ほ
か
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
強
化
ス
タ
ッ
フ
な
ど

を
務
め
て
お
り
、
講
演
で
は

運
動
学
の
立
場
か
ら
競
技
力

の
向
上
に
つ
い
て
話
さ
れ

た
。

　

森
長
さ
ん
は
男
子
走
幅
跳

日
本
記
録
保
持
者
で
バ
ル
セ

ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
シ
ド

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

多
彩
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

　　

新
し
く
完
成
し
た
総
合
体

育
館
は
自
然
の
光
と
風
あ
ふ

れ
る
開
放
的
な
空
間
と
な
っ

て
い
る
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
地
上
二
階
建

て
。
高
さ
十
八
㍍
に
及
ぶ
堂

々
と
し
た
建
物
で
、
総
面
積

は
約
五
五
〇
〇
平
方
㍍
。
一

階
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
は
バ

ス
ケ
ッ
ト
二
面
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
な
ら
六
面
と
さ
ま
ざ
ま

な
室
内
競
技
に
対
応
し
た
環

境
で
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
公

式
ル
ー
ル
に
則
っ
た
コ
ー
ト

サ
イ
ズ
・
天
井
高
を
確
保
し

さまざまな室内競技の公式ルールに則った天井高・広さを備えるメインアリーナ。

新

四

1F

2F

１周約２００ｍのランニングコース。天候に
左右されることなく練習できる。

棒高跳びの実技指導を行う澤野大地さん。

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

宗

教

界
（
到
着
順
掲
載
）

g



皇 學 館 学 園 報�　第８号 平成１８年６月１５日

三
万
円 

稲
垣　

泰
造
様

　

〃 

岩
間　
　

弘
様

　

〃 

小
野
田
典
生
様

　

〃 

菅
野　

覚
明
様

　

〃 

黒
野
又
四
郎
様

　

〃 

解
良
伸
二
郎
様

　

〃 

碁
田　

博
夫
様

　

〃 

小
南　

吉
美
様

　

〃 

近
藤　

寿
行
様

　

〃 

齋
藤　

紀
元
様

　

〃 

佐
々
木
宗
昭
様

　

〃 

白
鳥　

茂
男
様

　

〃 

杉
山　
　

茂
様

　

〃 

建
島　

章
生
様

　

〃 

出
村　

尊
臣
様

　

〃 

戸
部　

廣
徳
様

　

〃 

仲
江　

俊
明
様

　

〃 

西
田　

享
司
様

　

〃 

橋
本　

隆
氏
様

　

〃 

平
田　

康
文
様

　

〃 

福
江　

國
彦
様

　

〃 

福
元　

正
信
様

　

〃 

増
田　

秀
樹
様

　

〃 

望
月　

康
麿
様

文
学
部
国
文
学
科 

三
万
円 

浦
野　

雄
二
様

　

〃 

鏡　
　

裕
文
様

　

〃 

上
田　

茂
博
様

　

〃 

菅
野　

洋
子
様

　

〃 

豊
田　

文
夫
様

　

〃 

中
村　

立
夫
様

　

〃 

中
村　

公
方
様

　

〃 

長
谷
川
勝
己
様

　

〃 

村
岡　

耕
平
様

文
学
部
国
史
学
科 

三
万
円 

浅
野　

理
恵
様

　

〃 

石
井　

幹
男
様

　

〃 

石
川　

克
己
様

　

〃 

伊
藤　

直
也
様

　

〃 

今
井　
　

博
様

　

〃 

今
川　
　

保
様

　

〃 

大
島　

宏
明
様

　

〃 

大
西
裕
美
子
様

　

〃 

鴨
岡　
　

譲
様

　

〃 

栗
本　
　

満
様

　

〃 

杉
浦
由
美
子
様

　

〃 

新
田
覚
二
郎
様

　

〃 

長
谷
川
哲
夫
様

　

〃 

宮
崎　
　

清
様

　

〃 

山
脇　

博
昌
様

　

〃 

渡
邊　

博
己
様

文
学
部
教
育
学
科 

三
万
円 

足
立　

常
秋
様

　

〃 

笠
井　

定
雄
様

　

〃 

佐
藤　

信
也
様

　

〃 

菊
川　

浩
美
様

　

〃 

杉
山　

早
実
様

文
学
部
神
道
学
科 

五
万
円 

北
島　

清
博
様

三
万
円 

東　
　

文
雄
様

　

〃 

天
野　
　

仁
様

　

〃 

石
原　

純
一
様

　

〃 

磯
田　

文
男
様

　

〃 

伊
東
剣
太
郎
様

十
万
円 

猿
田
神
社
様

（
銚
子
市
猿
田
町
）

　

〃 

橘
樹
神
社
様

（
茂
原
市
法
目
）

　

〃 

葛
飾
八
幡
宮
様

（
市
川
市
八
幡
）

　

〃 

玉
前
神
社
様

（
長
生
郡
一
宮
町
）

五
万
円 

安
房
神
社
様

（
館
山
市
大
神
宮
）

　

〃 

大
宮
神
社
様

（
市
原
市
五
井
）

　

〃 

二
宮
神
社
様

（
船
橋
市
三
山
）

　

〃 

検
見
川
神
社
様

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

　

〃 

子
安
神
社
様

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

　

〃 

高
瀧
神
社
様

（
市
原
市
高
滝
）

　

〃 

寒
川
神
社
様

（
千
葉
市
中
央
区
）

　

〃 

松
戸
神
社
様

（
松
戸
市
松
戸
）

　

〃 

八
幡
神
社
様

（
鎌
ヶ
谷
道
野
辺
中
央
）

　

〃 

飯
香
岡
八
幡
宮
様

（
市
原
市
八
幡
）

三
万
円 

八
幡
神
社
様

（
茂
原
市
茂
原
）

　

〃 

三
代
王
神
社
様

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

　

〃 

天
津
神
明
神
社
様

（
鴨
川
市
天
津
）

　

〃 

清
瀧
神
社
様

（
浦
安
市
堀
江
）

　

〃 

廣
幡
八
幡
宮
様

（
柏
市
増
尾
）

　

〃 

埴
生
神
社
様

（
成
田
市
郷
部
）

　

〃 

麻
賀
多
神
社
様

（
佐
倉
市
鏑
木
町
）

　

〃 

一
松
神
社
様

（
長
生
郡
長
生
村
）

　

〃 

市
川
日
枝
神
社
様

（
市
川
市
相
之
川
）

　

〃 

白
幡
神
社
様

（
市
原
市
小
田
部
）

　

〃 

鶴
谷
八
幡
宮
様

（
館
山
市
八
幡
）

　

〃 

須
賀
神
社
様

（
香
取
郡
板
下
総
町
）

　

〃 

玉 

神
社
様

（
旭
市
飯
岡
）

　

〃 

登
渡
神
社
様

（
千
葉
市
中
央
区
）

五
万
円 

那
須
温
泉
神
社
様

（
那
須
郡
那
須
町
）

群
馬
県 

二
万
円 

甲
波
宿 

神
社
様

（
渋
川
市
行
幸
田
）

埼
玉
県 

五
十
万
円 

秩
父
神
社
様

（
秩
父
市
番
場
町
）

十
二
万
円 
川
越
八
幡
神
社
様

（
川
越
市
南
通
町
）

十
万
円 

鷲
宮
神
社
様

（
北
葛
飾
郡
鷲
宮
町
）

　

〃 

氷
川
神
社
様

（
川
越
市
宮
下
町
）

　

〃 

箭
弓
稲
荷
神
社
様

（
東
松
山
市
箭
弓
町
）

五
万
円 

八
幡
神
社
様

（
東
松
山
市
大
字
上
野
本
）

　

〃 

久
伊
豆
神
社
様

（
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
宮
町
）

千
葉
県 

四
十
一
万
円 
千
葉
県
神
社
庁

 

東
葛
飾
支
部
様

（
松
戸
）

三
十
万
円 

諏
訪
神
社
様

（
流
山
市
駒
木
）

　

〃

 

稲
毛
淺
間
神
社
様

（
千
葉
市
稲
毛
区
）

二
十
六
万
円

千
葉
県
神
社
庁
千
葉
支
部
様

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

二
十
万
円

 
千
葉
県
神
社
庁
印
旛
支
部
様

（
成
田
市
郷
部
）

　

〃 

意
富
比
神
社
様

（
船
橋
市
宮
本
）

　

〃 

千
葉
神
社
様

（
千
葉
市
中
央
区
）

十
八
万
円

 
千
葉
県
神
社
庁
香
取
支
部
様

（
佐
原
市
香
取
）

十
七
万
円

 
千
葉
県
神
社
庁
君
津
支
部
様

（
袖
ヶ
浦
市
横
田
）

十
五
万
円

 
千
葉
県
神
社
庁
安
房
支
部
様

（
安
房
郡
千
倉
町
）

十
四
万
円

 
千
葉
県
神
社
庁
市
原
支
部
様

（
市
原
市
姉
崎
）

　

〃

 
千
葉
県
神
社
庁
山
武
支
部
様

（
山
武
郡
大
網
白
里
町
）

　

〃

 
千
葉
県
神
社
庁
長
生
支
部
様

（
長
生
郡
長
生
村
）

三
万
円 

多
岐
神
社
様

（
養
老
郡
養
老
町
）

二
万
円 

岐
阜
県
神
社
庁

 

山
県
市
支
部
様

（
山
県
市
谷
合
）

　

〃 

阿
多
由
太
神
社
様

（
高
山
市
国
府
町
）

　

〃 

岐
阜
県
神
社
庁

 

海
津
郡
支
部
様

（
海
津
郡
海
津
町
）

　

〃 

岐
阜
県
神
社
庁

 

本
巣
郡
支
部
様

（
本
巣
郡
北
方
町
）

　

〃 

宮
谷
神
明
宮
様

（
郡
上
市
八
幡
町
）

　

〃 

荷
機
稲
荷
神
社
様

（
瑞
浪
市
稲
津
町
）

　

〃 

星
宮
神
社
様

（
郡
上
市
美
並
村
上
田
）

　

〃 

岐
阜
県
神
社
庁

 

郡
上
市
支
部
様

（
郡
上
市
和
良
町
沢
）

　

〃 

岐
阜
県
神
社
庁

 

岐
阜
市
支
部
様

（
岐
阜
市
伊
奈
波
通
）

　

〃 

十
五
社
神
社
様

（
山
県
市
高
富
町
）

　

〃 

白
川
八
幡
神
社
様

（
高
山
市
白
川
市
荻
町
）

　

〃 

岐
阜
県
神
社
庁

 

高
山
市
支
部
様

（
高
山
市
掘
端
）

　

〃 

岐
阜
県
神
社
庁

 

加
茂
郡
支
部
様

（
加
茂
郡
東
白
川
村
）

　

〃 

加
納
天
満
宮
様

（
岐
阜
市
加
納
天
神
町
）

　

〃 

本
土
神
社
様

（
多
治
見
市
池
田
町
）

　

〃 

岐
阜
県
神
社
庁

 

養
老
郡
支
部
様

（
養
老
郡
養
老
町
）

静
岡
県 

千
五
百
万
円

 

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
様

（
富
士
宮
市
宮
町
）

二
百
万
円 

三
嶋
大
社
様

（
三
島
市
大
宮
町
）

三
十
万
円 
矢
奈
比
賣
神
社
様

（
磐
田
市
見
付
）

十
万
円

 

冨
士
山
小
御
嶽
神
社
様

（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
）

愛
知
県 

二
十
五
万
円 
若
宮
八
幡
社
様

（
名
古
屋
市
中
区
）

　

二
十
五
万
円 

知
立
神
社
様

（
知
立
市
西
町
）

三
重
県 

二
百
万
円 

猿
田
彦
神
社
様

（
伊
勢
市
宇
治
浦
田
）

十
万
円 

津
八
幡
宮
様

（
津
市
八
幡
町
）

五
万
円 

大
村
神
社
様

（
伊
賀
市
阿
保
）

京
都
府 

十
万
円 

大
原
野
神
社
様

（
京
都
市
西
京
区
）

　

〃 

貴
船
神
社
様

（
京
都
市
左
京
区
）

大
阪
府 

百
万
円 

堀
川
戎
神
社
様

（
大
阪
市
北
区
）

兵
庫
県 

百
万
円 

伊
弉
諾
神
宮
様

（
淡
路
市
多
賀
）

十
万
円 

岩
屋
神
社
様

（
明
石
市
材
木
町
）

奈
良
県 

五
十
万
円 

石
上
神
宮
様

（
天
理
市
布
留
町
）

島
根
県 

三
百
万
円

 

太 

谷
稲
成
神
社
様

（
鹿
足
郡
津
和
野
町
）

岡
山
県 

五
十
万
円

 

岡
山
縣
護
國
神
社
様

（
岡
山
市
奥
市
）

三
十
万
円 

牛
窓
神
社
様

（
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
）

二
十
万
円 

木
野
山
神
社
様

（
高
梁
市
津
川
町
）

十
万
円 

長
尾
神
社
様

（
玉
島
長
尾
）

五
万
円 

正
八
幡
宮
様

（
瀬
戸
内
市
邑
久
町
）

広
島
県 

二
十
万
円 

広
島
東
照
宮
様

（
広
島
市
東
区
）

山
口
県 

三
十
万
円 

亀
山
八
幡
宮
様

（
下
関
市
中
之
町
）

二
十
万
円 

松
陰
神
社
様

（
萩
市
椿
東
）

愛
媛
県 

三
十
万
円 

一
宮
神
社
様

（
新
居
浜
市
一
宮
町
）

三
万
円 

伊
曽
乃
神
社
様

（
西
条
市
中
野
甲
）

福
岡
県 

百
万
円 
福
岡
県
護
国
神
社
様

（
福
岡
市
中
央
区
）

学
校
法
人
皇
學
館
教
職
員 

三
十
万
円 

嶋
田　

淑
夫
様

　

〃 

薗
田　
　

稔
様

二
十
万
円 

今　

由
佳
里
様

　

〃 

加
藤
茂
外
次
様

　

〃 

田
口　

鉄
久
様

十
万
円 

上
久
保
達
夫
様

六
万
円 

安
井　

豊
子
様

一
万
円 

岩
脇　

直
也
様

　３

長
崎
県 

二
万
円 

昊
天
宮
様

（
大
村
市
宮
小
路
）

一
万
円 

雷
命
神
社
様

（
対
馬
市
厳
原
町
）

　

東
京
都 

五
百
万
円

 

東
急
建
設
株
式
会
社
様

三
重
県 

二
百
五
十
万
円（
五
十
万
円
増
額
）

 

㈱
伊
藤
工
務
店
様

五
十
万
円 

㈱
い
せ
典
礼
様

三
十
万
円 

三
交
旅
行
㈱
様

二
十
万
円 
㈲
藤
屋
窓
月
堂
様

十
万
円 

㈱
き
ゅ
う
ざ
い
様

岡
山
県 

十
万
円 

御
菓
子
司　
板
屋
様

三
万
円 

鶴
峯
八
幡
宮
様

（
市
原
市
中
高
根
）

　

〃 

鎌
数
伊
勢
大
神
宮
様

（
旭
市
鎌
数
）

　

〃 

金
刀
比
羅
神
社
様

（
山
武
郡
横
芝
町
）

　

〃 

諏
訪
神
社
様

（
柏
市
柏
）

　

〃 

東
大
神
様

（
香
取
郡
東
圧
町
）

　

〃 

遠
見
岬
神
社
様

（
勝
浦
市
浜
勝
浦
）

　

〃 

白
子
神
社
様

（
長
生
郡
一
宮
町
田
町
）

二
万
円 

天
神
社
様

（
夷
隅
郡
岬
町
井
沢
）

　

〃

 

八
幡
神
社
白
幡
神
社
様

（
旭
市
琴
田
）

　

〃 

姉
埼
神
社
様

（
市
原
市
姉
崎
）

　

〃 

稲
荷
神
社
様

（
夷
隅
郡
夷
隅
町
）

一
万
円 

八
重
垣
神
社
様

（
八
日
市
場
市
生
尾
）

　

〃 

春
日
神
社
様

（
夷
隅
郡
御
宿
町
）

　

〃 

矢
刺
神
社
様

（
旭
市
三
川
）

　

〃 

渡
海
神
社
様

（
銚
子
市
高
神
西
町
）

　

〃 

松
山
神
社
様

（
八
日
市
場
市
松
山
）

　

〃 

銚
港
神
社
様

（
銚
子
市
榊
町
）

　

〃 

三
嶋
神
社
様

（
夷
隅
郡
大
原
町
）

　

〃 

白
山
神
社
様

（
八
日
市
場
市
木
積
）

　

〃 

日
月
神
社
様

（
夷
隅
郡
大
原
町
）

　

〃 

水
神
社
様

（
八
日
市
場
市
春
海
）

　

〃 

八
劔
八
幡
神
社
様

（
木
更
津
市
富
士
見
）

　

〃 

熊
野
神
社
様

（
匝
瑳
郡
光
町
宮
川
）

　

〃 

雷
神
社
様

（
旭
市
見
広
）

　

〃 

六
所
神
社
様

（
夷
隅
郡
岬
町
江
場
土
）

　

〃 

天
照
神
社
様

（
夷
隅
郡
大
原
町
沢
部
）

　

〃 

千
葉
縣
護
國
神
社
様

（
千
葉
市
中
央
区
）

　

〃 

八
幡
神
社
様

（
匝
瑳
郡
野
栄
町
）

東
京
都 

二
百
万
円 

富
岡
八
幡
宮
様

（
江
東
区
富
岡
）

百
万
円 

井
草
八
幡
宮
様

（
杉
並
区
善
福
寺
）

三
十
万
円 
旗
岡
八
幡
神
社
様

（
品
川
区
旗
の
台
）

五
万
円 

北
野
神
社
様

（
板
橋
区
徳
丸
）

一
万
円 

八
幡
八
雲
神
社
様

（
八
王
子
市
元
横
山
町
）

　

〃 

花
園
神
社
様

（
新
宿
区
新
宿
）

新
潟
県 

百
万
円 
新
潟
縣
護
國
神
社
様

（
新
潟
市
西
船
見
町
）

富
山
県 

五
十
万
円

 

八
心
大
市
比
古
神
社
様

（
黒
部
市
三
日
市
）

十
万
円 

射
水
神
社
様

（
高
岡
市
古
城
）

石
川
県 

百
万
円 

石
川
県
神
社
庁
様

（
金
沢
市
小
坂
町
）

山
梨
県 

百
万
円

 
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
様

（
冨
士
吉
田
市
上
吉
田
）

長
野
県 

五
十
万
円 

武
水
別
神
社
様

（
千
曲
市
大
字
八
幡
）

岐
阜
県 

九
十
万
円 

伊
奈
波
神
社
様

（
岐
阜
市
伊
奈
波
通
）

六
十
二
万
円

 

岐
阜
県
神
社
庁
様

（
岐
阜
市
藪
田
南
）

五
十
万
円

 

飛
騨
一
宮
水
無
神
社
様

（
高
山
市
一
之
宮
町
）

四
十
万
円 

櫻
山
八
幡
宮
様

（
高
山
市
櫻
町
）

五
万
円 

大
矢
田
神
社
様

（
美
濃
市
横
越
）

　

〃 

天
神
神
社
様

（
長
良
天
神
）

四
万
円 

子
守
神
社
様

（
可
児
市
御
嵩
町
井
尻
）

　

〃 

御
首
神
社
様

（
大
垣
市
荒
尾
町
）

　

〃 

気
多
若
宮
神
社
様

（
飛
騨
市
上
気
多
）

　

〃 

大
津
神
社
様

（
飛
騨
市
朝
日
町
）

　

〃 

飛
騨
総
社
様

（
高
山
市
神
田
町
）

大
阪
府 

百
万
円 

敷
田　

年
博
様

兵
庫
県 

二
十
万
円 

本
名　

孝
至
様

五
万
円 

本
名
可
壽
代
様

三
万
円 

飯
沼　

喜
規
様

　

〃 

白
髭　
　

明
様

　

〃 

関　
　

宣 

様

　

〃 

鶴
我　

盛
陽
様

　

〃 

山
根　

孝
昭
様

奈
良
県 

十
万
円 

上
谷　

哲
夫
様

五
万
円 

太
田　

豊
臣
様

和
歌
山
県 

五
十
万
円 

西
川　

秀
紀
様

岡
山
県 

十
万
円 

草
地　

秀
育
様

広
島
県 

三
十
万
円 

巻
幡　
　

俊
様

山
口
県 

一
万
円 

林　
　

宣
昭
様

　

〃 

林　

由
利
子
様

徳
島
県 

二
十
万
円 

坂
田　

敏
郎
様

福
岡
県 

十
万
円 

福
江　

國
彦
様

長
崎
県 

一
万
円 

安
富　

義
文
様

　

〃 

山
部　
　

淳
様

岩
手
県 

二
万
円 

安
達
由
美
子
様

山
形
県 

五
万
円 

中
野　

裕
美
様

富
山
県 

十
万
円 

藤
井　

秀
弘
様

文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
神
道
学
専
攻 

三
万
円 

三
ツ
間
義
男
様

文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
国
文
学
専
攻 

三
万
円 

梶
原　

敏
男
様

文
学
研
究
科
修
士
課
程
神
道
学
専
攻 

三
万
円 

秋
岡　

武
彦
様

個　
　

人

　
山
形
県 

七
万
円 

石
原　

純
一
様

群
馬
県 

百
万
円 

神
保　

侑
史
様

千
葉
県 

二
万
円 

鈴
木　

さ
恵
様

東
京
都 

二
百
万
円 

今
井　

研
一
様

福
井
県 

六
万
円 

角
鹿　

尚
計
様

長
野
県 

五
万
円 

唐
沢　

克
忠
様

静
岡
県 

三
十
万
円 

中
村　
 

彦
様

十
万
円 

横
山　

隆
夫
様

五
万
円 

鈴
木　

栄
男
様

　

〃 

西
口　

昌
伸
様

　

〃 

渡
邉　

聖
之
様

愛
知
県 

三
十
万
円 

溝
口　

睦
彦
様

十
万
円 

佐
竹　

俊
郎
様

五
万
円 

片
山　
　

貢
様

　

〃 

高
羽　

伸
浩
様

三
万
円 

木
全　

知
士
様

一
万
円 

水
野　

敦
之
様

三
重
県 

十
万
円 

平　

直
比
古
様

　

〃 

田
米　
　

治
様

　

〃 

山
中
て
る
子
様

八
万
円 

熊
谷　
　

泰
様

滋
賀
県 

三
万
円 

本
名　

佑
至
様

京
都
府 

十
万
円 

岡
部　

一
稔
様

三
万
円 

齋
藤　

昌
通
様

二
万
円 

齋
藤　

俊
子
様

三
万
円 

西
井　
　

隆
様

　

〃 

橋
本　

義
人
様

　

〃 

 

地　

宣
久
様

　

〃 

平
田　
　

誠
様

　

〃 

古
田　

洋
隆
様

　

〃 

堀
部　

浩
司
様

　

〃 

溝
口
登
志
裕
様

　

〃 

山
本　
　

昇
様

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

三
万
円 

大
西　

和
志
様

　

〃 

嶋　

そ
の
み
様

　

〃 

白
石　

哲
也
様

　

〃 

野
浪　
　

隆
様

　

〃 

前
田　

重
穂
様

　

〃 

山
本　
　

修
様

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科 

三
万
円 

大
井　

義
文
様

　

〃 

片
岡　

弘
幸
様

　

〃 

白
川　

正
純
様

　

〃 

田
中　

晴
久
様

　

〃 

田
中　

秀
幸
様

　

〃 

中
前　

慶
二
様

　

〃 

野
口　

恭
司
様

　

〃 

畑
下　
　

務
様

　

〃 

福
井
伸
一
郎
様

　

〃 

松
山　

俊
久
様

　

〃 

宮
本　

三
郎
様

　

〃 

邑
上　

豊
美
様

　

〃 

山
岸　
　

浩
様

宮
崎
県 

二
十
万
円 

鵜
戸
神
宮
様

（
日
南
市
大
字
宮
浦
）

沖
縄
県 

七
十
万
円 

普
天
満
宮
様

（
宜
野
湾
市
普
天
間
）

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

萼
の
会（
保
護
者
の
会
）

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

篤
志
・
そ
の
他

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

館　
　
　

友

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

企　
　

業

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

本
法
人
関
係

g
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江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た
す
べ
て
の
大
嘗
祭
の
資
料

新
嘗
祭
・
新
嘗
御
祈
の
具
体
的
な
様
子
が
明
ら
か
に

『
神
社
覈
録
』の
自
筆
推
敲
文
書
も
発
見

宮
廷
祭
祀
に
深
く
関
わ
る
鈴
鹿
家

が
欠
か
せ
な
い
。
同
チ
ー
ム

の
練
習
風
景
を
見
る
と
、
誰

も
が
イ
キ
イ
キ
と
し
た
顔
で

取
り
組
ん
で
お
り
、
先
輩
・

後
輩
の
枠
を
越
え
部
員
同
士

が
互
い
に
信
頼
を
寄
せ
て
い

る
の
が
よ
く
わ
か
る
。

　

練
習
時
間
の
短
さ
に
も
驚

く
。
放
課
後
、
長
く
て
も
二

時
間
半
。
分
単
位
で
パ
パ
ッ

と
準
備
を
整
え
、
す
ば
や
く

練
習
に
取
り
掛
か
る
。
こ
の

短
さ
が
集
中
力
を
養
い
、
効

率
的
な
動
き
と
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
な
コ
ン
ビ
プ
レ
ー
を
生
み

出
す
土
壌
と
な
る
。

　

五
月
二
十
七
日
か
ら
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
を
兼
ね
た

三
重
県
総
合
体
育
大
会
で

も
、
優
勝
を
果
た
し
四
年
ぶ

り
四
回
目
の
全
国
大
会
出
場

を
決
め
た
。
今
後
の
選
手
た

ち
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し

た
い
。

の
あ
る
コ
ン
ビ

バ
レ
ー
を
め
ざ

し
て
き
た
。「
う

ち
の
チ
ー
ム
の

平
均
身
長
は
一
八
〇
㌢
と
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
全
国
平

均
と
比
べ
や
や
低
い
。
で

も
、
小
柄
だ
か
ら
こ
そ
、
ハ

ン
デ
を
カ
バ
ー
し
よ
う
と
コ

　

第
三
十
七
回
全
国
高
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

（
春
の
高
校
バ
レ
ー
）が
三
月

二
十
日
か
ら
二
十
六
日
に
か

け
て
東
京
・
国
立
代
々
木
競

技
場
第
一
体
育
館
で
行
わ
れ

た
。
本
学
高
校
男
子
バ
レ
ー

部
は
惜
し
く
も
二
回
戦
で
敗

れ
た
も
の
の
、
二
年
連
続
・

六
度
目
の
出
場
と�
強
豪
�の

名
に
恥
じ
な
い
実
績
を
あ
げ

て
い
る
。

　

平
成
元
年
四
月
よ
り
公
立

校
よ
り
移
動
し
、
部
員
三
名

か
ら
は
じ
ま
っ
た
チ
ー
ム
を

県
内
で
一
、
二
を
争
う
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
に
ま
で
育
て
上
げ

た
井
関
伸
芳
監
督
。
そ
の
後

コ
ー
チ
の
坂
本
昌
也
先
生
と

コ
ン
ビ
を
組
み
、「
文
武
両

道
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
キ
レ

宮
廷
祭
祀
の
絵
図
な
ど
5 
5 
4
点

 

吉
田
神
社
の
旧
社
家
・
鈴
鹿
家
よ
り
寄
託
　◆
 

皇
學
館
大
学
神
道
博
物
館

　

本
学
は
、
か
ね
て
検
討
を
進
め

て
い
た
國
學
院
大
學
と
の
教
育
・

学
術
研
究
交
流
に
関
す
る
協
定
書

を
締
結
し
た
。
協
定
書
調
印
式

は
、
四
月
十
八
日
、
國
學
院
大
學

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
本

学
か
ら
伴
五
十
嗣
郎
学
長
、
奥
野

純
一
文
学
部
長
、
櫻
井
治
男
社
会

福
祉
学
部
長
、清
水
潔
学
生
部
長
、

大
竹
辰
也
事
務
局
長
ら
が
出
席
、

國
學
院
大
學
か
ら
は
、
安
蘇
谷
正

彦
学
長
、青
木
周
平
文
学
部
長
、藤

本
強
大
学
院
委
員
長
、
井
上
順
孝

日
本
文
化
研
究
所
長
、
岡
田
荘
司

神
道
文
化
学
部
長
、
佐
柳
正
三
事

務
局
長
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、
両
大
学
の
学

生
の
教
育
研
究
機
会
の
拡
大
と
教

員
・
研
究
者
の
学
術
研
究
の
進
展

を
目
的
と
し
て
、
①
大
学
院
生
の

相
互
交
流
、
②
教
員
・
研
究
者
の

相
互
交
流
、
③
教
育
・
研
究
上
の

情
報
・
資
料
の
交
換
、
④
教
育
・

学
術
研
究
に
関
す
る
相
互
協
力
な

ど
を
行
う
も
の
で
、
今
後
、
両
大

学
の
教
育
・
研
究
の
活
性
化
促
進

に
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

用
い
ら
れ
た
手
水
具
や
神
饌

具
な
ど
が
描
か
れ
、
白
眉
の

一
品
と
い
え
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
悠
紀
・
主
基

の
両
斎
国
郡
を
卜
定
す
る
た

め
に
使
用
さ
れ
た
亀
甲
（
写

真
�
）や
、亀
甲
を
灼
く
作
法

書
、
斎
田
か
ら
収
穫
さ
れ
た

神
饌
用
の
抜
穂（
写
真
�
）も

保
管
さ
れ
て
い
た
。

せ
て
五
百
五
十
四
点
。
文
書

や
絵
図
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
学

界
初
見
の
資
料
で
あ
る
。

　

大
嘗
祭
に
つ
い
て
は
、
二

百
二
十
一
年
間
の
中
絶
の
後

に
復
興
し
た
貞
享
四
年
（
一

神
官
と
し
て
大
嘗
祭
や
新
嘗

祭
を
中
心
と
す
る
宮
廷
祭
祀

に
奉
仕
し
て
き
た
。
と
く

に
、
亀
卜
の
秘
儀
を
伝
承
し

て
き
た
こ
と
で
名
高
い
。

　

鈴
鹿
家
は
天
智
天
皇
の
御

代
に
右
大
臣
で
あ
っ
た
中
   

臣

な
か   と
み
の

金
   

連

か
ね
の   

を
氏
祖
と
す
る
。 
近
世

む
ら
じ

に
お
い
て
は
吉
田
神
社
の
家

老
職
を
務
め
、
全
国
の
神
社

や
社
家
を
ま
と
め
る
一
方
、

　 ４

記念事業 

「
歴
代
由
緒
書
」、
同
家
系
図

で
あ
る「
家
系
」、
鈴
鹿
家
歴

代
に
霊
神
号
を
授
け
る
宗
源

宣
旨（
写
真
�
）の
存
在
も
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

大
嘗
祭
、
新
嘗
祭
に
関
す

る
資
料
を
は
じ
め
、
同
家
に

収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の

資
料
は
神
道
研
究
に
寄
与
す

る
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ

る
。
今
後
は
寄
託
資
料
の
一

点
ご
と
の
研
究
を
さ
ら
に
進

め
、
検
索
・
利
用
の
便
を
図

る
た
め
の
分
類
目
録
の
作
成

を
予
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
六
月
十
日
、
十
一

日
に
第
五
十
二
回
神
道
史
学

会
大
会
が
開
催
さ
れ
、
鈴
鹿

家
資
料
が
調
査
見
学
会
（
写

真
�
）で
展
示
さ
れ
た
。 滅
多

に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
貴
重
な
資
料
と
あ
り
、
参

加
者
ら
は
熱
心
に
見
入
り
、

意
見
を
交
換
し
て
い
た
。

「
神
嘉
殿
代
新
嘗
祭
神

座
図
」
で
は
、
天
皇
が

御
所
の 
紫  
宸  
殿 
を
神
嘉

し 
し
ん 
で
ん

殿
代
と
し
て
神
事
を
斎

行
さ
れ
た
こ
と
が
窺

え
、
天
皇
が
お
通
り
に

な
る
清
涼
殿
か
ら
神
座

ま
で
の
出
御
・
還
御
路

も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

鈴
鹿
家
の
五
十
六
代
当
主

で
あ
り
、国
学
者
・
神
官
と
し

�文政元年度（仁孝天皇大嘗祭）に用いられた稲穂。

�元文３年度 桜町天皇大嘗祭の
「国郡卜定」に使用された亀甲。 灼
かれた後の亀裂が鮮明に残って
いる。

�「神嘉殿代新嘗祭神座図」は縦６０㎝、横１２０㎝。御座の半畳、
神座の短畳などの配置が詳細に分かる初めての資料。「元文五
年御再興新嘗会之図」と墨書された紙袋が別にあることから、
２７７年ぶりに復興された桜町天皇御親祭による新嘗祭の可能
性が高い。

�鈴鹿家歴代に霊神号を授ける宗源宣
旨。

�貞享４年に斎行された東山天皇大嘗祭の卯日
の手水具 ・ 神饌具 ・ 神饌図、御禊の御贖物図、忌
火御飯図、解斎の手水具と御粥図を描いたもの
に、 元文３年桜町天皇大嘗祭で用いられた 「蝦
鰭槽・御楊枝筥・御手巾筥・多志良加」 「白御酒、
黒御酒。御盃」の２図を付したもの。

　

京
都
・
吉
田
神
社
の
旧
社
家
で
吉
田
神
道
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
鈴
鹿
家
か
ら
、

江
戸
時
代
の
宮
廷
祭
祀
に
関
わ
る
資
料
五
百
五
十
四
点
が
昨
年
十
二
月
、
本
学

に
寄
託
さ
れ
た（
写
真
�
）。
占
い
や
神
事
に
使
わ
れ
た
亀
甲
や
稲
穂
な
ど
も
含

ま
れ
て
お
り
、
応
仁
の
乱
の
頃
か
ら
約
二
百
二
十
年
間
の
中
断
を
経
て
復
興
し

た
大
嘗
祭
や
新
嘗
祭
を
は
じ
め
と
す
る
宮
廷
祭
祀
の
様
子
を
窺
い
知
る
貴
重
な

資
料
だ
。

�
初
見
の
資
料
が
多
い
と
あ
っ
て
、

参
加
者
た
ち
は
み
な
興
味
深
げ
に

見
て
い
た
。

“部員三名”から
春高バレー常連校へ
持ち味のコンビバレーで連続出場

皇學館高校男子バレー部

國
學
院
と
の
学
術
交
流
深
ま
る

 

教
育
・
学
術
研
究
交
流
協
定
を
締
結　

よ
る
新
嘗
祭
が
再
興
さ
れ

る
。
こ
の
と
き
の
様
子
を
描

い
た
と
思
わ
れ
る
写
真
�
の

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
す

る
プ
レ
ー
ス
タ

イ
ル
が
確
立
し

た
ん
で
す
よ
」

　

コ
ン
ビ
プ
レ

ー
に
は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ

自
主
性
を
何
よ
り
大
切
に
し
た
い
、と
井
関
監
督
。

�伴学長より感謝状を授与
される鈴鹿長雄氏。

六
八
七
）
の
東
山
天
皇
か
ら

嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）の
孝

明
天
皇
ま
で
、
江
戸
時
代
に

お
け
る
各
御
代
す
べ
て
の
大

嘗
祭
に
関
す
る
資
料
が
残
っ

て
い
た
。
な
か
で
も
、
写
真

�
の
「
貞
享
四
年〔
丁
卯
〕十

一
月
十
六
日〔
辛
卯
〕大
嘗
会

悠
紀
殿
御
手
水
具〔
并
〕神
膳

等
儲
居
案
図
」（
巻
子
本
、
彩

色
）
は
東
山
天
皇
大
嘗
祭
で

　

同
家
所
蔵
資
料
の
う
ち
、

今
回
寄
託
さ
れ
た
の
は
�１
 

大

嘗
祭
資
料
、
�２
 

新
嘗
祭
・
新

嘗
御
祈
資
料
、
�３
 

神
嘗
祭
資

料
、
�４
 

鈴
鹿
家 
連  
胤 
資
料
、

つ
ら 
た
ね

�５
 

鈴
鹿
家
家
記
類
資
料
あ
わ

に
わ
た
る
。
新
嘗
祭
は
後
花

園
天
皇
の
寛
正
年
間
（
一
四

六
〇
―
六
六
）
以
降
二
百
二

十
年
あ
ま
り
途
絶
え
る
が
、

東
山
天
皇
朝
の
元
祿
元
年

（
一
六
八
八
）、
神 

官
代
の

吉
田
家
邸
内
の
宗
源
殿
に
お

い
て
「
新
嘗
御
祈
」
の
名
称

で
復
興
し
た
。
さ
ら
に
、
桜

町
天
皇
朝
の
元
文
五
年
（
一

七
四
〇
）
に
天
皇
御
親
祭
に

　

新
嘗
祭
・
新
嘗
御
祈
資
料

は
寄
託
資
料
の
な
か
で
最
も

点
数
が
多
く
、
内
容
も
多
岐

て
活
躍
し
た
鈴
鹿
連
胤
が
著

し
た
全
国
神
社
研
究
の
最
高

峰『
神
社 
覈  
録 
』

か
く 
ろ
く

の
草
稿
本
も
見

つ
か
っ
た
。
ま

た
、
鈴
鹿
家
の
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